
ルーブリックを活⽤した
PBL

聖学院中学校⾼等学校
⾼等部⻑・国語科 伊藤 豊





2012年度中学1年⽣が⽂化祭展⽰
“学校紹介プロジェクト”で制作し
た



聖学院中⾼とは？



聖学院中⾼ 建学の精神

LOVE GOD AND
SERVE HIS PEOPLE
（神を愛し、⼈に仕えよ）

Only One for Others



PBLと従来型学習との相違点
１ 課題の解決を⽬的とする
２ チームの⼒によって課題を解決
する
３ 学習者の⾃主性・⾃⽴性を重ん
じる

PBL型

従来型
知識⼒重視
⼀⼈の天才
統括組織

ネットワークをつ
くる

思考⼒重視
みんなで天才
学習する組織

ツリー構
造

PBLがつくる学習組織





聖学院中⾼で実践中のPBL（2015年度）

課外活動として実践中 授業の中で実践中

中2 北アルプス蝶ケ岳登
⼭
⾼1 フレッシュマンキャ
ンプ
⾼2 沖縄平和学習の旅

有志 ⾃動⾞研究同好会
有志 タイ研修旅⾏
全校 記念祭（⽂化祭）

中3 公⺠
⾼1 ⽇本史
⾼2 現代社会・現代⽂

理科課題研究
⾼3 北区・地域プロ
デュー

サー講座

全⽣徒がPBL/PMを体
験

有志・実⾏委員が
PBL/PMを体験

学校説明会で実践中
受験⽣ 思考⼒セミ
ナー



今⽇のお話

①蝶ケ岳登⼭ 中学２年

“はじめてのPBL”
どう体験する？

②タイ研修旅⾏ 有志⽣
徒

“ロジックモデル”
を

つくってみました
③理科課題研究 ⾼校2年

“２つのルーブリッ
ク”

をつくったワケ

④思考⼒セミナー ⼩6受
験⽣

⼤学⼊試改⾰迫る！
“新しい中学⼊試”

のカタチ



①はじめてのPBL 北アルプス蝶ケ岳登⼭ 中学2年⽣全員



登⼭
プロジェク
ト



⽣活
プロジェク

ト



地理
プロジェク
ト



⾃然
プロジェク

ト



記録
プロジェク
ト



①はじめてのPBL 北アルプス蝶ケ岳登⼭プログラム

プロジェ
クト⽴ち

上げ

ルーブ
リック作

成

PM実践

兼講習

本番

3泊4⽇

ふり返り

⾃⼰評価

レポート
2⽉ 3⽉ ４〜７⽉ ７⽉ 7〜８⽉

ジオラマ制作

⾃⼰評価集計

写真集編集

展⽰ポスター制作

記念祭

展⽰発表

⽷⿂川

農村体験学習
PBL開始

９〜10⽉ 11⽉ 12⽉



2015年度 夏期学校 ルーブリック ＿＿月　　　＿＿組＿＿番　氏名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

ビギナー ルーキー ベテラン マスター

自
分
を
愛
す
る
力

登山やテント生活に関する知識
がほとんど無く、日常と同じ感
覚で行動してしまう。自分の体
力や生活のリズムが把握できて
いない。

登山やテント生活を安全・快適
にこなせる方法が身についてお
り、身のまわりの整理整頓がき
ちんとできる。自分の体力を把
握できている。

グループ内での自身の役割を理
解し、天候や予定の変化に適応
して柔軟に行動できる。日頃か
ら、自分の体力に合ったトレー
ニングをしている。

登山やテント生活に関する知識
に長け、装備・ペース配分・自
身の役割を熟知して行動でき
る。自分の言動を振り返り、良
かった点や反省点を見つめ直
し、言葉や文章で表すことがで
きる。

他
者
を
愛
す
る
力

他のメンバーを手助けすること
ができない。我慢できず、すぐ
文句を言ったり、弱音を吐いた
りし、グループを混乱させてし
まう。

他人を手助けすることはできな
いが、自分に与えられた役割・
仕事はなんとかこなすことがで
きる。文句や弱音を吐かずに、
我慢することができる。

他のメンバーが困ったときに、
手助けする意思・行動を示すこ
とができる。

グループやメンバーの状況を的
確に把握し、積極的に声をかけ
たり、他人の意見に耳を傾ける
ことで、良いグループづくりに
貢献することができる。

自
然
を
愛
す
る
力

身のまわりの自然に対してあま
り興味が無く、自然保護につい
て意識したことがない。

自然を意識的に見て考えること
ができる。また、自然について
学び、自然の大切さを知ろうと
している。

視覚のみならず、五感をフルに
働かせて自然を感じることがで
きる。また、人間社会全体と自
然とのつながりも考えながら、
それに適した行動ができる。

他人と異なる視点をもって自然
を観察し、それを記録すること
ができる。

①はじめてのPBL 北アルプス蝶ケ岳登⼭のルーブリック

⾃分を愛する

他者を愛する

⾃然を愛する



学校行事 ＬＬＴＬＨＲＬＬＴ各時のテーマ ＬＬＴ各時の具体的内容 ＬＨＲ内容 ＬＨＲ各時の具体的内容

学年集会 学年集会

4月15日 水 ○ ○ 夏期学校ガイダンス 蝶ヶ岳ＰＶ（1分30秒）、ガイダンス、情熱大陸ＤＶＤ（30分）　アンケート 講堂 夏期学校ガイダンス
内容・目的・計画や今後、ＰＢＬについて大野／伊藤豊先生に

よる講演、　ルーブリック測定① 講堂

4月22日 水 ○ ○ 講演 登山家山田氏の講演　「山の魅力とトレーニングについて」、係、仕事内容の説明 講堂 夏期学校班、係分け 係分担、仕事内容の説明、今後の活動 ＨＲ

4月29日 水 祝日 × ×

5月6日 水 祝日 × ×

5月13日 水 中高生徒総会 ○ 　× ＰＭ ＰＭ体験学習 ＨＲ 講堂

5月16日 土 中学2年保護者会 講堂

5月20日 水 ○ ○ ＰＭ プロジェクト定義書作成 ＨＲ

5月27日 水 ○ ○ ＰＭ プロジェクト実施に必要な作業を考える。ＷＢＳ、体制表／役割分担表、工程表Ⅰ ＨＲ プロジェクト実施に必要な作業を考える。ＷＢＳ、体制表／役割分担表、工程表Ⅱ ＨＲ

6月3日 水 体育祭予行 × × グラウンド

6月5日 金 高校体育祭 × ×

6月10日 水 伝道礼拝 ○ × 学年集会 プロジェクトの発表、夏期学校事前指導 講堂

6月17日 水 音楽鑑賞会 ○ ○ 記念祭準備 各企画に分かれて話し合い7/3（金）クラス企画提出締切 ＨＲ ＰＭ 作業開始・調査・研究資料・実施内容の記録　Ⅰ PC /図書館

6月24日 水 ネット犯罪防止教育 ○ × 講堂

7月1日 水 ○ ○ ＰＭ ルーブリック測定② ＨＲ ＰＭ 作業開始・調査・研究資料・実施内容の記録　Ⅱ PC /図書館

7月8日 水 期末考査 × ×

7月9日 木 期末考査最終日

7月10日 金 学年行事

7月15日 水 答案返却・教科会議

7月18日 土 終業式

7月21日 火 サマーセミナー 事前指導 体力トレーニング

7月22日 水 サマーセミナー 事前指導 体力トレーニング

7月23日 木 サマーセミナー 事前指導 体力トレーニング

7月24日 金 サマーセミナー 事前指導 体力トレーニング

7月25日 土 サマーセミナー 学年集会 登山前事前指導、確認事項

祝日

祝日

事前登山の指導・トレーニングについて

答案返却、教科会議

伝道礼拝

ネット教育

体育祭予行

保護者会、夏期学校レンタル品説明会

学年行事（高尾山登山予行演習）

期末考査7月6日（月）～7月9日（木）

中高生徒総会

高尾山下見：伊藤大輔、伊藤隆之

7/3（金）クラス企画締切

①はじめてのPBL 北アルプス蝶ケ岳登⼭ 教員スケジュール



タイ研修旅⾏



②ロジックモデルをつくる タイ研修旅⾏ 有志⽣徒

インプッ
ト
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②ロジックモデルをつくる 2015タイ研修旅⾏のロジッ
クモデル

インプット アクティビティ アウトプット アウトカム インパクト

・レポート、紀行文

・報告書

・ルーブリックを用いた自

己評価

・タイ研修概要ビデオ

・報告会や学校説明会

でのポスターセッション

・自分に何ができるのか、

答えを出す

・自分のリーダーシップタイ

プに気づく

・他者と連携する喜びを知

る

・異文化異言語コミュニ

ケーションを実践する

・社会への関心を深める

・学習意欲を高める

・ボランティア活動への関

心をもつ

・さまざまな場面で主体的

に行動する

・ウェブだけでなく書籍を用

いて調査する

・M K Fの子どもたち

・M K Fのスタッフ

・プリンスロイヤルズカレッ

ジ

・アリア氏

・ホイナムグン村の人たち

・チュラーロンコーン大学

の学生

・戸邉校長

・引率者

（伊藤豊・内田真哉）

・参加生徒

・保護者

・O B

・外部サポーター

・麗澤高

・旅行代理店（日本・

タイ）

・事前学習

・テーマを設定する

・評価項目と基準を設

定する

・研修旅行をする

　  ・施設の手伝い

    ・クラウドファンディング

　　・W iFi敷設

　　・ビデオ撮影

　　・国境越え

　　・ホームステイ

　　・パーティ企画・運営

　　・バンコク散策

　　・PR Cと交流

　　・チュラー大生と交流

　　・アユタヤ観光

・報告会を開く

・報告書を発行する

・記念祭で展示発表を

する

・将来の進路を考える

・どのように生きるべきか考

える

・ビジネスへの関心をもつ

・何のために勉強するの

か、答えを出す

・自己評価の思考習慣を

身につける

ロジックモデルを作る
うちに

アイデアが浮かんできま
す



不満足 初心者 成長中 習得 熟達 模範的

リーダーシップ

と

主体性

責任を負うことを極力避けたり、自分

の存在を隠そうとすることが多い。

チームに貢献する気持ちはあるもの

の、失敗したり恥をかいたりするのが

不安で、率先して行動することがほ

とんどない。

自分にもできそうだと確信できる活

動ならば、チームのために行動するこ

とができる。

得意不得意によらず、学ぶ姿勢を

もって活動に参加することができる。

「習得」に加え、困難な役割を自ら

引き受け、その責任を負うことができ

る。

「熟達」に加え、どんなに困難な状況

に陥っても決して諦めず、最適な着

地点を見出してチームをそこへ導く意

志を持っている。

異文化・異言語の人

との

コミュニケーション

なるべく接触しないようにしている。
相手から話しかけられたときには、必

要最小限の受け答えができる。

上手に会話する自信はないが、話し

かけようと努めることができる。

言葉の壁がありながらも会話を成立

させることができる。自分から進んで

話かけることもできる。

「習得」に加えて、あいさつ程度のや

りとりや自己紹介的な情報を交換

するだけでなく、自分の意見を伝える

ことができる。

「熟達」に加えて、相手の意見をよく

受け止めながら議論をすることができ

る。

社会事象への関心

と

態度

主な関心は娯楽やうわさ話など自分

の周辺の出来事であり、社会問題や

文化的創造物について、自分との関

係を感じることが少ない。

主な関心事は娯楽やうわさ話など

自分の周囲の出来事であるが、社

会問題や文化的創造物についても

関心を持つようになった。

ある社会問題や文化的創造物に

触れたとき、自分の印象や実感を述

べることができる。

ある社会問題や文化的創造物に

触れたとき、背後でそれを成り立たせ

ている社会構造を、書籍や新聞記

事、ニュース解説などを活用し客観

的に把握しようとしている。

「習得」に加えて、先行して実践され

た（あるいは実践が検討されてい

る）解決策や表現法について関心

をもっている。

「熟達」に加えて、現状に合わせた

解決策や表現法を提案したり、自

分なりに実行したりすることができ

る。

情報収集と体系化
探究するべき事柄があったとしても、

情報を収集することができない。

探究するべき事柄に対して、理解を

深めるために、ウェブサイトから情報を

収集することができる。

探究するべき事柄に対して、理解を

深めるために、ウェブサイトだけでなく

他のメディアからも情報を収集するこ

とができる。

探究するべき事柄に対して、理解を

深めるために、情報の真偽を確かめ

つつ、複数のメディアから情報を収集

することができる。

※わかりやすい情報を選んで受け入

れているレベル

「習得」に加えて、収集した情報を

体系化し、事柄の全体像を把握す

ることができる。

※探究するべき事柄のフレームを理

解しているレベル

「熟達」に加えて、論点を明確にした

り、興味をひくようなエピソードを加え

たりすることができる。

※本質的な問いを発しようとする用

意がある

2 0 1 5年度タイ研修旅行  "旅とボランティア"

②タイ研修旅⾏（中3〜⾼２有志⽣徒）のルーブリック



②タイ研修旅⾏ Before & After 中３のA君
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リーダーシップと

主体性

異文化異言語コミュニケーション 社会事象への関心と態度 情報収集と体系化 平均

A君（中３） 旅⾏前

2015/11/19

A君（中３） 旅⾏後

2016/1/8



②タイ研修旅⾏ Before & After ⾼１のB君
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異文化異言語コミュニケーション 社会事象への関心と態度 情報収集と体系化 平均

B君（⾼１） 旅⾏前… B君（⾼１） 旅⾏後…



②タイ研修旅⾏ Before & After ⾼２のC君
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異文化異言語コミュニケーション 社会事象への関心と態度 情報収集と体系化 平均

C君（⾼２） 旅⾏前

2015/11/19

C君（⾼２） 旅⾏後

2016/1/8



②タイ研修旅⾏ アウトプット

ポスター発表による体験報告
会

レポート
集

11⽉２・3⽇
創⽴記念祭で
販売します



③２つのルーブリック 理科課題研究 ⾼校2年⽣理系⽣徒



③２つのルーブリック 理科課題研究 ⾼校2年⽣理系⽣徒
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指導教諭・⼤学⽣のサポートを受ける 他教科教員
⼤学⽣も参加



③理科課題研究のルーブリック

不満足 部分的 習得 熟達

研究課題の価値

科学を志そうとする高校生が長期休暇

中に取り組む課題として、不十分な内容

である。

過去の高校生が行った研究の追試に終

始している。

研究者自身の興味関心に沿った課題が

設定されている。

多くの人が科学の関心を呼び起こすよう

な問いが設定されている。

研究方法の妥当性
検証に必要な条件と過程が調えられて

いない。

検証に必要な条件が満たされていなかっ

たり、あるいは必要な過程が部分的に欠

いていて、再現性に問題が残る。

検証に必要な条件と過程を満たしてお

り、再現性の高い方法で検証されてい

る。

「習得」に加え、独創的な発想で研究を

行っている。

実験・観察記録と

その読み取り

実験や観察の記録に不十分な点が多

い。

実験や観察を正しく記録しているが、そ

の読み取りについては客観性を欠いてい

る点がある。

実験や観察を正しく記録し、なおかつ、

客観的な判断が一貫してなされている。

「習得」に加え、探究するべき新たな課

題を見出している。

研究主体の

評価
研究者の意欲

課題に取り組んだが、不十分な点が多

く、まっとうしたとはいえない出来である。

一通りの研究はできたが、不十分な点も

あり探究する姿勢に甘さが残っている。

十分な時間と手間をかけ、熱意をもって

研究することができる。

「習得」に加え、独自の研究成果を挙げ

ることができる。

ポスター
作りが雑で、見る人の関心を呼ぶ要素

が少ない。

必要な資料は示されているが、ていねい

さに欠ける。

資料が適切にバランスよくていねいに示さ

れ、研究の全容が理解しやすくまとめら

れている。

「習得」に加え、デザイン性に優れ、科学

への関心を呼び起こす仕掛けがほどこさ

れている。

プレゼンテーション

聴衆とのアイコンタクトがほとんどない。あ

るいは、声が小さかったり不まじめな印象

を与えてしまう。

不十分ながら、聴衆とアイコンタクトを取

ろうとする姿勢はある。ところどころ説明の

分かりづらい部分がある。

聴衆を見渡しながら、聞き取りやすい声

で発表することができる。

堂々ときっぱりとした姿勢である。表情も

あり、声の強弱を活かしている。

評価基準

研究対象の

評価

発表の評価

評価の観点評価対象



③理科課題研究のポスター発表⽤ルーブリック

理科課題研究 発表評価シート     組   番 氏名                

観点別評価基準 

 
１点 ２点 ３点 ４点 

研究テーマ 中学生レベルのテー

マ。研究過程が不十分。 

よくありそうなテー

マ。全体ではまとまっ

ているが、不十分な箇

所がある。 

オリジナリティーが感

じられる。方法から考

察までしっかりまとめ

られている。 

加えて、関心喚起や今

後の発展などが見いだ

されている。 

ポスター 作りが雑で、関心を呼

べるものではない。 
最低限の情報しかな

く、ていねいさがない。 

研究の全容が理解しや

すくまとめられてい

る。 

加えて、デザイン性に

優れている。 

プレゼン 
原稿を読むだけで、終

始下を向いたまま。声

が小さい。不真面目な

印象。 

不十分ながら、アイコ

ンタクトの姿勢が見ら

れる。一部の説明がわ

かりづらいが、意欲は

感じられる。 

聴衆を見渡せている。

聞き取りやすい声と話

し方。 

加えて、堂々としてお

り、話術（表情，演出，

声の強弱など）がある。 

 



④新しい中学⼊試のカタチ 思考⼒セミナー ⼩6受験⽣



④新しい中学⼊試のカタチ 思考⼒セミナー ⼩6受験⽣

レフ・ヴィゴツキー
（1896〜1934）

ヴィゴツキーの
「 最 近 接 発 達 の 領
域」

ジャン・ピアジェ
(1896〜1980)

私たちが時期尚早に
教えると、⼦供たち
が創造したり、知識
を完全に理解するこ
とを妨げてしまう



④新しい中学⼊試のカタチ 思考⼒セミナーのプロセス

発⾒体験
シェア体

験
新たな問
いの探究

ふり返り

・
⼀
⼈
で
考
え
る

・
⽬
を
開
か
せ
る

・
⽅
法
を
教
え
す
ぎ
な
い

・
助
け
を
か
り
て
考
え
る

・
新
し
い
観
点
を
得
る

・
⼀
応
理
解
す
る

個⼈ワー
ク

グループ
ワーク

個⼈ワー
ク ・

新
し
い
観
点
を
使
っ
て
ワ
ン

ラ
ン
ク
上
の
問
題
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る

・
⾃
分
な
り
に
納
得
す
る

・
獲
得
し
た
知
識
・
ス
キ
ル
を

定
着
さ
せ
る

・
獲
得
の
⽅
法
を
獲
得
す
る

個⼈ワー
ク



④新しい中学⼊試のカタチ 思考⼒セミナーのコンテンツ

第１回 “暗号を解読せよ”＝数列・⽂字列・

情報

第２回 “視点が変わると世界が変わる”＝幾

何

第３回 “君はエディター”＝情報・NIE

第４回 “⼿による思考”＝コミュニケーショ

ン・造形

思考⼒⼊試を実施（2⽉2⽇・3⽇）



④新しい中学⼊試のカタチ 思考⼒セミナーのルーブリック

プロセス 認知領域 活動 0 1 2 3 4 5

情報を取り出すことができ

ない。または取り出せてい

ないに等しい。

共通点を挙げることができ

ない。または挙げていない

に等しい。

比較の観点を抽出すること

ができない。または抽出で

きないに等しい。

自分と異なる見解の観点

を理解できない。または説

明することができない。

自他の見解を統合すること

ができない。またはできない

に等しい。

再

構

成

す

る

説

明

す

る

分析

評価

分析

評価

内省

評

価

す

る

結

論

す

る

関心

主体性

リ

ス

ト

ア

䣹

プ

す

る

知識

理解

共

通

点

を

挙

げ

る

理解

応用

分析

比

較

す

る

説

明

す

る

「４」に加えて、独自性に

優れた見解を適切な表現

で提示している。

「３」に加えて、独自性の

ある理解や問いに近づくこ

とができる。

自他の見解を適切に統合

し、無理なく結論づけること

ができる。

自他の見解を統合し結論

づけることができるが、無理

があるか説明が不十分で

ある。

自他の見解の統合を図る

が、客観性に乏しい。

発

見

体

験

１

発

見

体

験

２

シ

䣷

ア

体

験

新

た

な

問

い

の

探

究

ま

と

め

比較の観点を抽出できた

が、客観性に乏しい。

客観的な観点を抽出する

ことができる。

客観的な観点を複数抽出

することができる。

「３」に加えて、それらを適

切な表現で提示することが

できる。

独特かつ客観的な着眼点

から適切に比較し、適切な

表現で十分な説明をする

ことができる。

自分と異なる見解の観点

を部分的には理解すること

ができる。

自分と異なる見解の本質

的な理解に近づいている。

自分と異なる見解の本質

を理解し、評価を試みてい

る。

「３」に加えて、自他の見

解を客観的に評価すること

ができる。

「４」に加えて、独自性に

優れた着眼点から適切に

評価し、適切な表現で十

分な説明をすることができ

る。

情報を取り出そうとする意

志は感じられるが、不足が

目立つ。

目に見えるレベルの情報を

取り出すことができるが、取

りこぼしがある。

目に見えるレベルの情報を

ひと通り取り出すことができ

る。

「３」に加えて、情報の背

後に隠れている理由や状

況についても指摘すること

ができる。

「４」に加えて、着眼点に

独自性が見られる。

着眼点を１点だけ挙げる

ことができるが、客観性に

乏しい。

客観性はともかく、着眼点

を複数提示することができ

る。

「２」に加えて、客観性の

ある着眼点を見出すことが

できる。

「３」に加えて、それらを適

切な表現で提示することが

できる。

「４」に加えて、独自性に

優れた着眼点も提示され

ている。



④中学思考⼒テストと⼤学⼊試改⾰

AERA 2⽉1⽇号 ⼤学⼊試改⾰とアクティブラーニ
ング



2020年⼤学⼊試改⾰の概要

１

２
３



創造

評価

分析

応⽤

理解

知識・記憶
ブルームの教育⽬標分類

クリティカ
ル

シンキング
ロジカル

シンキング

クリエイ
ティブシン

キング

2020年⼤学⼊試改⾰とタキソノミー

基礎学⼒テス
トで問われる

学⼒評価テス
トで問われる

⼤学個別選抜
で問われる

１

２

３



2020年⼤学⼊試改⾰とCEFR      


